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は
じ
め
に

１
．
ブ
ラ
ジ
ル
の
移
民
政
策
と
日
本
人

一
八
八
八
年
の
奴
隷
制
廃
止
に
と
も
な
い
、
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
の

牽
引
者
で
あ
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
農
園
主
は
深
刻
な
労
働
不
足
に
直
面
し

た
。
そ
こ
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
奴
隷
に
代
わ
る
労
働
力
を
海
外
に
求

め
、政
策
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
の
導
入
を
決
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、

一
八
九
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
法
令
五
二
八
号
で
は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
生
ま
れ
の
者
の
入
国
が
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
る
一
方
で
、
契
約

労
働
者
（
コ
ロ
ノ
）
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
の
大
量
導
入
が
推

進
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
種
差
別
的
な
法
律
は
、
当
時
ブ
ラ
ジ
ル

で
支
配
的
で
あ
っ
た
「
白
人
化
（abraqueam

ento

）」
イ
デ
オ
ロ

研
究
ノ
ー
ト

第
二
次
世
界
大
戦
前
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
本
移
民
制
限
の
動
向

　
―
「
レ
イ
ス
法
案
」
を
め
ぐ
る
論
争
の
多
角
的
検
討
　

ド
ナ
シ
メ
ン
ト
・
ア
ン
ト
ニ
ー

 

表１ 年代別ブラジル移民数 1908～1941 年 

年代 移民数 

1908～10 

1911～15 

1916～20 

1921～25 

1926～30 

1931～35 

1936～40 

1941 

1,714 

13,371 

13,576 

11,349 

59,564 

72,661 

15,473 

1,277 

合計 188,985 
出典：鈴木譲二『日本人出稼ぎ移民史』p. 168. 
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第
二
次
世
界
大
戦
前
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
本
移
民
制
限
の
動
向
（
ド
ナ
シ
メ
ン
ト
）

ギ
ー
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。「
白
人
化
」
は
、 

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け

る
有
色
人
種
、と
り
わ
け
黒
人
的
な
要
素
を
排
除
す
る
た
め
に
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
白
人
移
民
を
導
入
し
、有
色
人
種
と
混
血
さ
せ
る
こ
と
で
、

白
人
の
身
体
的
特
徴
に
近
い
国
民
を
造
り
上
げ
よ
う
と
す
る
考
え
方

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
人
種
主
義（

（
（

」
の
影
響
を
受
け
た
ブ
ラ
ジ
ル
の

エ
リ
ー
ト
層
が
受
容
し
た
思
想
で
あ
っ
た（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
国
家
形

成
の
理
念
が
人
種
的
な
条
件
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
た
当
時
の
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
、
日
本
人
は
歓
迎
さ
れ
る
移
民
で
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
コ
ー
ヒ
ー
農
園
の
不
況
に
よ
り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
政

府
が
主
に
誘
致
し
た
イ
タ
リ
ア
移
民
の
生
活
状
況
が
悪
化
し
た
た

め
、
イ
タ
リ
ア
政
府
は
、
一
九
〇
二
年
に
自
国
移
民
の
ブ
ラ
ジ
ル
へ

の
送
出
を
一
時
的
に
中
止
し
た
。
そ
の
結
果
、
再
び
労
働
不
足
に
直

面
し
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
政
府
は
、
移
民
法
を
改
正
し
て
、
一
時
的

措
置
と
し
て
渡
航
費
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
日
本
移
民
の
受
け
入

れ
を
決
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
〇
八
年
に
短
期
的
労
働
者
、
い

わ
ゆ
る
出
稼
ぎ
移
民
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
の
導
入
が
始
ま

り
、
主
に
一
九
六
〇
年
代
ま
で
日
本
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
が
進
展
し

た
（
表
１（

（
（

）。

し
か
し
、
日
本
移
民
も
当
初
、
コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
の
コ
ロ
ノ
生

活
に
は
馴
染
め
ず
、
経
済
的
な
困
難
や
奴
隷
の
よ
う
な
過
酷
な
労
働

の
た
め
に
、
多
く
が
農
場
か
ら
逃
亡
し
た
り
、
農
場
を
渡
り
歩
い

た（
（
（

。
そ
の
結
果
、
当
時
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
農
務
長
官
で
あ
っ
た
パ

ウ
ロ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
・
バ
ロ
ス
（Paulo de M

oraes Barros

）

は
、
日
本
移
民
に
よ
り
繰
り
返
さ
れ
る
紛
擾
や
農
場
に
お
け
る
非
同

化
性
と
非
定
着
性
を
指
摘
し
て
、
一
九
一
四
年
に
、
次
年
度
よ
り
日

本
移
民
へ
の
渡
航
補
助
金
を
中
止
す
る
決
定
を
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
第
一
世
界
大
戦
で
途
絶
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
の
再
開
が
見
込

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る（

（
（

。
と
こ
ろ
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
政
府
の
予

測
に
反
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
の
回
復
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

一
九
一
七
年
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
政
府
は
再
び
日
本
移
民
へ
の
渡
航
補

助
金
を
復
活
さ
せ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
の
代
替
移
民
と
し
て
日
本
移

民
の
誘
致
を
継
続
さ
せ
、
渡
航
費
補
助
に
よ
る
日
本
移
民
の
受
け
入

れ
が
一
九
二
一
年
ま
で
続
い
た（

（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
史

を
振
返
っ
て
み
る
と
、
日
本
移
民
は
単
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
の
一
時

的
な
代
替
労
働
者
で
あ
り
、
当
時
の
国
造
り
の
人
種
的
理
念
に
当
て

は
ま
ら
な
い
が
ゆ
え
に
、
奨
励
は
お
ろ
か
積
極
的
に
継
続
す
る
理
由

が
あ
ま
り
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
二
一
年
以

降
、
日
本
移
民
に
対
す
る
補
助
金
支
給
は
廃
止
さ
れ
た
。

米
国
同
様
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し
始
め
た
一
九
二
〇
年

代
初
頭
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
米
国
の
排
日
運
動
を
背
景
に
し
て
、
白

人
優
勢
主
義
に
基
づ
く
反
日
派
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
派
の

一
員
で
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
選
出
議
員
で
も
あ
っ
た
フ
ィ
デ

リ
ス
・
レ
イ
ス
（Fidelis Reis

）
が
、
一
九
二
三
年
十
月
二
二
日
、
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連
邦
議
会
に
黒
人
移
民
と
日
本
移
民
を
対
象
に
し
た
、
後
に
「
レ
イ

ス
法
案
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
移
民
制
限
法
案
を
提
出
し
た（

（
（

。

２
．
本
稿
の
目
的

本
稿
で
は
、「
レ
イ
ス
法
案
」
が
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
議
会
下
院
に
提

出
さ
れ
た
後
、
一
九
二
三
～
二
七
年
の
お
よ
そ
四
年
間
に
わ
た
っ
て

続
い
た
日
本
移
民
制
限
を
め
ぐ
る
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
で
の
議
論
を
分
析

対
象
と
す
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
一
九
三
四
年
に
在
伯
日
本
人
文

化
協
会
が
編
集
し
た
『
伯
國
新
憲
法
審
議
会
に
お
け
る
日
本
移
民
排

斥
問
題
の
経
過
』
と
、
一
九
九
七
年
の
三
田
千
代
子
に
よ
る
「
ブ
ラ

ジ
ル
の
移
民
政
策
と
日
本
移
民
―
米
国
排
日
運
動
の
反
響
の
一
事
例

と
し
て
―
」（

（
（

お
よ
び
二
〇
〇
九
年
の
『「
出
稼
ぎ
」
か
ら
「
デ
カ
セ
ギ
」

へ
―
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
一
〇
〇
年
に
み
る
人
と
文
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

―
』（
（1
（

以
外
の
研
究
で
は
、
わ
ず
か
に
「
レ
イ
ス
法
案
」
の
存
在
に
つ

い
て
の
言
及
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、「
レ
イ
ス
法
案
」
が
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
下
院
議
会
、

農
工
委
員
会
、
次
い
で
財
政
委
員
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
間
に
起
き

た
、
日
本
移
民
制
限
を
め
ぐ
る
ブ
ラ
ジ
ル
議
会
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社

会
、
日
本
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
様
々
な
論
争
を
多
角
的
に
整

理
・
再
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、一
九
二
〇
年
代
の
日
本
移
民
を
め
ぐ
る
日
伯
両
国
の
社
会
状
勢

１
．
日
本
の
政
治
・
経
済
・
社
会
的
背
景

一
九
二
〇
年
代
前
半
の
日
本
で
は
、
食
料
不
足
を
背
景
に
、
人
口
・

失
業
問
題
の
解
決
策
が
対
外
政
策
に
求
め
ら
れ
、
日
本
政
府
に
よ
る

海
外
移
民
奨
励
策
が
進
め
ら
れ
た
。
特
に
前
述
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
政

府
に
よ
る
移
民
補
助
金
の
途
絶
を
憂
慮
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民

送
出
に
対
す
る
支
援
策
が
日
本
国
内
で
議
論
さ
れ
た（
（1
（

。
そ
の
結
果
、

日
本
政
府
は
一
九
二
三
年
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
の
被
災
者
救
済

策
と
し
て
、
一
九
二
四
年
に
渡
航
費
を
補
助
し
て
移
民
を
ブ
ラ
ジ
ル

に
送
り
出
し
た
。
ま
た
、
一
九
二
四
年
、
東
宮
ご
成
婚
を
記
念
し
て
、

渡
航
費
全
額
を
補
助
す
る
「
大
毎
移
民
」
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
送
り
出
さ

れ
た（
（1
（

。
さ
ら
に
一
九
二
五
年
か
ら
は
、
日
本
政
府
に
よ
る
渡
航
費
の

全
額
補
助
が
開
始
さ
れ
、
国
策
移
住
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た（
（1
（

。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
は
、
日
本
政
府
が
移
植
民
政
策

の
必
要
性
を
理
解
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
舵
を
き
っ
た

時
期
と
言
え
よ
う
。

２
．
ブ
ラ
ジ
ル
の
政
治
・
経
済
・
社
会
的
背
景

一
九
二
〇
年
代
に
は
、
南
米
全
体
の
潮
流
で
あ
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
高
揚
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
を
握
っ
て
い
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
や
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
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第
二
次
世
界
大
戦
前
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
本
移
民
制
限
の
動
向
（
ド
ナ
シ
メ
ン
ト
）

の
オ
リ
ガ
ー
キ
ー
を
支
え
る
体
制
に
対
し
て
、
こ
の
時
期
に
は
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
批
判
が
強
ま
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治

体
制
の
模
倣
を
諦
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
特
有
の
現
実
に
沿
っ
た
国
家
体
制

を
実
現
す
べ
き
だ
と
い
う
声
が
強
ま
り
、
国
家
権
力
が
地
方
権
力
を

超
越
す
べ
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
の
中
央
集
権
化
が
強
化
さ
れ
た（
（1
（

。
同

様
に
文
化
面
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
盲
目
的
な
模
倣
が
問
題
視

さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
の
固
有
性
（
ブ
ラ
ジ
リ
ダ
ー
デ
）
を
模
索
す

べ
き
だ
と
の
国
民
的
な
意
識
が
台
頭
し
た
。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
に
と
も
な
い
、
前
述
し
た
「
白
人
化
」

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、
白
人
移
民
促
進
の
要
求
が
再

び
強
ま
り
、
移
民
政
策
に
具
体
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
た
。
日
本

移
民
が
欧
州
移
民
に
比
べ
て
移
動
性
が
高
く
、
コ
ー
ヒ
ー
農
場
に

長
く
定
着
し
な
い
た
め
、
移
民
に
支
給
す
る
補
助
金
の
点
で
、
欧

州
移
民
よ
り
コ
ス
ト
高
だ
と
判
断
し
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
政
府
は
、

一
九
二
一
年
、
日
本
移
民
へ
の
渡
航
補
助
金
支
給
の
更
新
を
拒
否
し

た（
（1
（

。
そ
の
背
景
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
た
め
途
絶
え
て
い
た
イ

タ
リ
ア
移
民
の
復
活
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
北

東
部
で
続
い
て
い
た
旱
魃
の
た
め
に
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
国

内
移
民
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
コ
ー
ヒ
ー
農
場
に
雇
用
を
求
め
た
こ
と

か
ら（
（1
（

、
日
本
移
民
導
入
の
必
要
性
が
低
下
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
レ
イ
ス
法
案
」
は
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
相
入

れ
な
い
思
惑
の
中
で
ブ
ラ
ジ
ル
議
会
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
、
レ
イ
ス
法
案
を
め
ぐ
る
諸
論
争

こ
こ
で
は
、
ま
ず
「
レ
イ
ス
法
案
」
の
主
要
な
条
文
と
そ
の
内

容
を
紹
介
し
た
上
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
議
会
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
、
日

本
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
様
々
な
論
争
を
整
理
・
再
検
討
し
よ

う
。

１
．「
レ
イ
ス
法
案
」
の
内
容

本
稿
の
目
的
に
関
わ
っ
て
は
、
特
に
第
四
条
と
第
五
条
が
重
要

で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
各
条
文
を
示
す（
（1
（

。

第
四
条
　
政
府
ハ
国
民
ノ
人
種
的
精
神
的
及
体
力
的
組
成
ニ

有
害
ト
認
ム
ル
有
ユ
ル
分
子
ノ
入
国
ヲ
遮
止
ス
ル
為
其
ノ
孰

レ
ノ
地
ヨ
リ
出
発
シ
来
ル
ヲ
問
ハ
ス
伯
剌
西
爾
ニ
向
テ
渡
来

ス
ル
移
民
ニ
関
シ
厳
重
ナ
ル
取
締
ヲ
ナ
ス
ベ
シ

第
五
条
　
黒
色
人
種
ノ
植
民
ハ
伯
剌
西
爾
ニ
入
国
ス
ル
コ
ト

ヲ
禁
ス
又
黄
色
人
ニ
関
シ
テ
ハ
該
人
種
ニ
属
ス
ル
国
内
現
在

者
ノ
百
分
ノ
三
ニ
相
当
ス
ル
人
数
タ
ケ
毎
年
入
国
ヲ
許
可
ス

ベ
シ

フ
ィ
デ
リ
ス
・
レ
イ
ス
は
同
法
案
を
提
出
し
た
際
に
演
説
を
行

い
、
そ
の
提
案
理
由
を
「
伯
国
の
国
力
発
展
は
主
と
し
て
人
口
の
増

加
に
依
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
〔
中
略
〕
移
民
問
題
と
云
ふ
よ
り
は
拓

殖
問
題
は
精
神
、
人
種
、
政
治
、
社
会
、
経
済
等
種
々
の
方
面
か
ら
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考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
単
に
経
済
上
の
見
地
の
み
か
ら
見
た
の
で
は
い

け
な
い
、
黄
色
人
種
移
民
は
人
種
擁
護
と
云
ふ
点
か
ら
世
界
諸
国
で

排
斥
し
て
ゐ
る
通
り
反
対
で
あ
る
。」（
（1
（

と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
移
民
の
導
入
を
促
進
す
る
際
に
は
、
国
民
の
人
種
形

成
を
優
先
的
に
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
を
奨
励

し
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
種
形
成
に
有
害
な
分
子
と
考
え
ら
れ
る
有
色
人

の
導
入
を
禁
止
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ィ

デ
リ
ス
・
レ
イ
ス
は
同
法
案
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
白
人
化
」

を
進
め
よ
う
と
考
え
た
と
い
え
る（
（1
（

。

レ
イ
ス
法
案
の
提
出
後
、
一
九
二
三
〜
二
七
年
の
五
年
近
く
に

渡
っ
て
、
同
法
案
お
よ
び
移
民
制
限
を
め
ぐ
る
賛
否
両
論
の
激
し
い

論
戦
審
議
が
続
い
た（
（2
（

。
し
か
し
、
多
く
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
政
治
家
お
よ

び
知
識
者
が
「
レ
イ
ス
法
案
」
に
反
対
し
た
こ
と
と
、
一
九
二
六

年
に
大
統
領
に
な
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ル
イ
ス
（W

ashington 
Luis

）
が
日
本
移
民
導
入
を
支
持
し
た
た
め
、
同
法
案
は
一
九
二
七

年
に
可
決
さ
れ
ぬ
ま
ま
棚
上
げ
と
な
っ
た
の
で
あ
る（
（2
（

。

次
に
、
同
法
案
を
め
ぐ
る
ブ
ラ
ジ
ル
議
会
で
の
論
争
と
、
ブ
ラ

ジ
ル
日
系
社
会
、
日
本
社
会
に
お
け
る
同
法
案
に
対
す
る
見
解
を
整

理
し
、
再
検
討
を
行
う
。

２
．
ブ
ラ
ジ
ル
議
会
に
お
け
る
論
争

　
ま
ず
は
「
レ
イ
ス
法
案
」
に
対
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
議
会
で
の
論
争
を
、

法
案
の
賛
成
派
と
反
対
派
に
分
け
て
分
析
す
る
。

①
「
レ
イ
ス
法
案
」
賛
成
派

　
賛
成
派
は
、
主
に
人
種
的
、
経
済
的
、
政
治
的
（
帝
国
主
義
へ

の
警
戒
）
な
理
由
を
、
賛
成
の
根
拠
に
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
二
三
年
一
二
月
に
黄
色
人
移
民
制
限
を
三
％
か
ら
五
％
に
引
き

上
げ
る
修
正
案
を
提
出
し
た
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
選
出
議
員
の
ジ
ョ
ア

ン
・
デ
・
フ
ァ
リ
ア
（João de Faria

）
は
、
文
化
、
習
慣
、
言

葉
が
異
な
る
た
め
に
日
本
人
は
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
に
同
化
で
き
な
い
と

述
べ
た
。
彼
は
一
九
二
三
年
一
二
月
に
、
同
修
正
案
を
財
政
委
員
会

に
提
出
す
る
際
に
行
っ
た
演
説
の
中
で
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
医
学
士
院
長

で
あ
っ
た
ミ
ゲ
ル
・
コ
ー
ト
（M

iguel C
outo

）
の
「
直
に
国
人

型
改
善
上
聖
州
が
日
本
移
民
を
招
来
し
た
事
は
最
大
犯
罪
だ
」
な
る

発
言
を
引
用
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
種
的
形
成
上
、
日
本
移
民
は
望

ま
し
く
な
い
要
素
で
あ
る
と
主
張
し
た（
（2
（

。
ま
た
フ
ァ
リ
ア
は
、
経
済

的
な
面
に
お
い
て
も
日
本
移
民
は
農
場
へ
の
定
着
率
が
低
く
、
出
稼

ぎ
指
向
で
定
住
植
民
者
で
は
な
い
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
開
発
に
貢
献

し
な
い
と
訴
え
た（
（2
（

。

　
さ
ら
に
法
案
提
出
者
で
あ
る
フ
ィ
デ
リ
ス
・
レ
イ
ス
に
よ
り
、
政

治
的
か
つ
軍
事
的
な
理
由
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
彼
は
日
本
の
勢
力

圏
に
言
及
し
て
、「
南
米
が
日
本
の
勢
力
圏
と
な
り
得
る
」
と
主
張

し
、「
黄
禍
論
」
に
基
づ
き
、
日
本
移
民
に
は
軍
事
的
な
危
険
性
が

あ
る
と
の
懸
念
を
示
し
た（
（2
（

「
黄
禍
論
」
に
関
し
て
タ
ケ
ウ
チ
・
Y
は
、
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ブ
ラ
ジ
ル
で
は
一
九
世
紀
末
か
ら
「
人
種
主
義
」
が
普
及
し
た
が
、

二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
日
本
移
民
を
対
象
に
し
た
「
黄
禍
論
」
が
ブ
ラ

ジ
ル
外
務
省
を
通
じ
て
日
本
駐
在
ブ
ラ
ジ
ル
公
使
に
伝
え
ら
れ
、
さ

ら
に
一
九
〇
七
年
創
刊
の
「
フ
ォ
ン
・
フ
ォ
ン
」（Fon-Fon !

）
や
、

一
九
一
一
年
創
刊
の
「
カ
レ
タ
」（Careta

）
と
い
う
大
衆
雑
誌
に

よ
り
、
同
論
が
戯
画
（
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
）
の
形
で
広
く
国
民
に
紹
介

さ
れ
て
い
た
と
い
う（
（2
（

。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
レ
イ
ス

の
主
張
が
ブ
ラ
ジ
ル
政
治
界
に
お
け
る
「
黄
禍
論
」
の
最
初
の
出
現

だ
と
考
え
る
。

②
「
レ
イ
ス
法
案
」
反
対
派

　
一
方
、「
レ
イ
ス
法
案
」
の
反
対
派
か
ら
は
、
主
に
人
種
的
・
経

済
的
な
理
由
が
あ
げ
ら
れ
た
。
ま
ず
人
種
的
な
観
点
か
ら
は
、「
レ

イ
ス
法
案
」
が
人
種
差
別
的
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
国
籍
を
問
わ
ず

移
民
の
入
国
を
許
可
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
憲
法
に
逆
ら
う
も
の
で
あ
る

と
断
言
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
何
人
か
の
政
治
家
は
、
む
し
ろ
日
本
移

民
は
人
種
的
か
つ
労
働
的
な
面
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
例
え

ば
、
当
時
の
ブ
ラ
ジ
ル
国
家
統
計
局
長
で
あ
っ
た
ブ
リ
ョ
ン
エ
ス
・

カ
ル
バ
リ
ョ
（J.L.S. de Bulhões Carvalho

）
は
、
日
本
移
民

に
つ
い
て
「
日
本
人
は
知
性
が
あ
る
、
働
き
者
で
、
辛
抱
強
く
、
質

素
で
よ
く
規
律
を
順
守
す
る
。
す
な
わ
ち
高
く
評
価
す
べ
き
美
徳
を

そ
な
え
た
民
族
で
、
こ
れ
だ
け
の
美
点
を
揃
っ
て
備
え
た
人
間
を
ブ

ラ
ジ
ル
人
労
働
者
の
な
か
に
見
出
す
の
は
至
難
で
あ
る
。」
と
そ
の

資
質
を
高
く
評
価
し
た（
（2
（

。

　
ま
た
、
経
済
的
な
理
由
は
、「
レ
イ
ス
法
案
」
反
対
派
の
代
表
者

と
目
さ
れ
る
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
選
出
議
員
の
オ
リ
ベ
イ
ラ
・
ボ
テ
リ

ヨ
（O

liveira Botelho

）
に
よ
り
主
張
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
日

本
移
民
の
実
態
を
農
場
に
赴
き
視
察
し
た
う
え
で
、「
反
レ
イ
ス
法

案
」
書
と
な
る
報
告
意
見
書
を
、
一
九
二
五
年
七
月
八
日
に
下
院
財

政
委
員
会
で
発
表
し
た
。
同
書
の
主
張
は
、「
こ
れ
蓋
し
日
本
人
は

農
民
と
し
て
優
秀
な
る
の
み
な
ら
ず
、
伯
国
現
下
の
致
富
に
貢
献
し

併
せ
て
将
来
に
於
け
る
伯
国
の
偉
大
、
隆
昌
並
に
令
名
を
ヨ
ウ
護
す

べ
き
天
晴
れ
な
る
人
種
の
再
現
に
与
つ
て
力
あ
る
べ
き
を
以
て
な

り
。」（
（2
（

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
つ
ま
り
、「
レ
イ
ス
法
案
」
賛
成
派
の
主
要
な
支
持
者
た
ち
は
人

種
問
題
を
優
先
す
る
の
に
対
し
て
、「
レ
イ
ス
法
案
」
反
対
派
の
主

要
な
支
持
者
た
ち
は
経
済
的
観
点
か
ら
反
論
し
た
、
と
い
う
対
立
構

図
が
見
え
て
く
る
。

③
「
レ
イ
ス
法
案
」
賛
成
派
・
反
対
派
双
方
の
国
会
議
員
や
学
者
た
ち

　
賛
成
派
の
国
会
議
員
に
は
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
選
出
の
議

員
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
中
に
は
、
一
九
二
一
年
に
黒
人
の
ブ

ラ
ジ
ル
入
国
を
禁
止
し
よ
う
と
法
案
を
提
出
し
た
、
シ
ン
シ
ナ
ッ

ト
・
ブ
ラ
ガ
（Cincinnato Braga

）
と
ア
ン
ド
ラ
デ
・
ベ
ゼ
ー

ラ
（Andrade Bezerra

）
が
い
る
。
同
法
案
は
可
決
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
移
民
制
限
の
動
き
は
こ
の
時
に
始
ま
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
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「
レ
イ
ス
法
案
」
は
黒
人
移
民
制
限
を
企
図
し
た
同
法
案
を
引
き
継

い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
（2
（

。

　
賛
成
派
の
学
者
に
は
、
特
に
ブ
ラ
ジ
ル
医
学
士
院
会
の
代
表
者
で

あ
る
前
述
の
ミ
ゲ
ー
ル
・
コ
ー
ト
と
ア
ル
ツ
ー
ル
・
ネ
イ
バ
（Arthur 

N
eiva

）
の
存
在
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
実
際
、
ブ
ラ
ジ
ル
医
学

士
院
は
一
九
二
四
年
に
会
議
を
開
催
し
、
そ
こ
で
「
レ
イ
ス
法
案
」

に
同
意
す
る
こ
と
を
決
め
、
そ
の
決
議
は
下
院
議
員
で
も
あ
っ
た
ミ

ゲ
ー
ル
・
コ
ー
ト
に
よ
り
議
会
で
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ

れ
以
来
、
排
日
派
の
先
鋒
と
し
て
活
動
を
続
け
、
そ
の
意
志
は
や
は

り
国
会
議
員
と
な
っ
た
子
息
に
ま
で
受
け
継
が
れ
た
。

　
一
方
、
反
対
派
の
主
要
な
代
表
者
に
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の

選
出
議
員
が
多
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
同
州
の
議
員
の
多
く
が
、

一
九
二
〇
年
代
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
輸
出
の
約
五
〇
％
を
占
め
て
い
た

コ
ー
ヒ
ー
を
生
産
す
る
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
コ
ー
ヒ
ー
農
場
の
農
場

主
の
利
益
代
表
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

３
．「 

レ
イ
ス
法
案
」
に
対
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
の
見
解

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
社
会
で
も
、「
レ
イ
ス
法
案
」
は
米
国
の
排
日

運
動
に
影
響
さ
れ
た
、
人
種
偏
見
に
基
づ
く
法
案
と
し
て
認
識
さ

れ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
発
行
さ
れ
て
い
た
『
伯
剌
西
爾
時
報
』（
創
刊

一
九
一
七
年
）
と
い
う
日
系
新
聞
に
は
、「
殊
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
選

出
議
員
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
フ
ァ
リ
ア
氏
は
、
新
移
民
法
案
に
賛
成
の

意
見
を
提
出
し
、
協
賛
を
得
た
か
ら
、
又
今
年
の
議
員
に
も
、
日
本

移
民
排
斥
問
題
に
関
し
彼
是
論
議
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
が
、
北
米
に

於
い
て
、
英
領
植
民
地
に
於
い
て
、
是
ま
で
散
々
排
斥
さ
れ
た
日
本

人
が
、
又
し
て
も
伯
国
で
排
斥
さ
れ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
罪
を
起
こ

し
た
覚
え
の
な
い
吾
々
に
は
、
一
向
其
意
を
解
し
得
ぬ
で
あ
る
。」（
（2
（

と
い
う
不
満
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
レ
イ
ス
法
案
」

は
「
議
員
の
対
日
感
情
を
知
る
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
」（
（3
（

と
い
う
楽
観

的
な
主
張
も
見
ら
れ
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
に
お
け
る
「
レ
イ
ス
法
案
」
に
対
す
る
見
解

は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
新
聞

よ
る
と
、「
珈
琲
園
労
働
も
植
民
地
労
働
も
共
に
労
働
能
力
に
於
い

て
は
他
人
種
に
［
勝
］
る
と
も
決
し
て
劣
り
は
し
な
い
。
が
然
し
茲

に
注
意
す
べ
き
は
単
に
労
働
に
よ
り
て
自
己
を
利
し
間
接
に
他
人
を

利
し
た
か
ら
と
て
そ
れ
で
完
全
社
会
生
活
を
富
む
も
の
の
一
員
と
し

て
許
す
こ
と
は
出
来
ぬ
の
で
あ
る
。
特
に
他
人
の
如
く
他
人
の
国
に

住
居
す
る
者
に
あ
た
っ
て
は
大
い
に
考
慮
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

排
日
の
問
題
も
要
す
る
に
此
の
一
点
に
胚
胎
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。」
と
考
え
ら
れ
て
い
た（
（3
（

。

　
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
反
省
し
た
上
で
、
日
本
移
民
は
「
公
共
事

業
に
卒
先
す
べ
き
で
あ
る
各
個
人
の
周
到
な
る
用
意
と
綿
密
な
る
注

意
は
同
胞
の
伯
国
に
於
け
る
位
置
の
根
底
を
為
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
苟
も
一
日
た
り
と
も
伯
国
に
住
居
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
此
の
観
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念
を
深
ふ
し
て
伯
人
と
の
融
和
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
い
う

意
見
が
で
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
レ
イ
ス
法
案
」
を
日
本
人
排

斥
問
題
と
見
な
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、
日
本
人
が

努
力
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
に
も
っ
と
溶
け
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
意
識
が
、
在
留
同
胞
社
会
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、『
日
伯
新
聞
』
の
社
主
で
あ
っ
た
三
浦
鑿
の
記
事
を
紹

介
し
た
い
。
三
浦
鑿
は
「
へ
な
ぶ
り
」
と
い
う
独
特
な
文
体
で
在
留

邦
人
に
人
気
を
博
し
た
が
、「
レ
イ
ス
法
案
」
以
来
の
日
本
移
民
に

対
す
る
も
う
一
つ
の
考
え
方
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

三
浦
は
ま
ず
、「
外
国
移
民
の
杜
絶
し
た
時
こ
そ
日
本
移
民
も
必
要

で
あ
れ
欧
洲
移
民
が
潤
沢
に
渡
来
す
る
様
に
な
っ
た
今
日
此
頃
、
日

本
移
民
は
来
て
も
よ
し
来
な
く
て
も
差
支
な
い
と
云
う
の
が
偽
ら
ざ

る
真
情
で
あ
る
」（
（3
（

と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
の
導

入
が
順
調
で
は
な
い
場
合
に
は
、
日
本
移
民
は
一
時
的
に
そ
の
代
替

移
民
と
し
て
導
入
さ
れ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
が
再
開
す
れ
ば
日

本
人
は
来
て
も
来
な
く
て
も
い
い
の
で
、
日
本
移
民
は
不
可
欠
な
労

働
者
で
は
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
三
浦
は
、「
資
本

と
文
化
を
伴
い
尊
敬
の
対
象
と
な
る
、
海
外
発
展
の
意
義
を
持
つ
移

民
の
送
出
を
促
進
す
る
べ
き
だ
」（
（3
（

と
強
く
主
張
し
た
。

４
．「
レ
イ
ス
法
案
」
に
対
す
る
日
本
社
会
の
見
解

　
次
に
、
日
本
社
会
の
「
レ
イ
ス
法
案
」
に
対
す
る
見
解
を
考
察
し

よ
う
。
こ
こ
で
は
、
特
に
日
本
の
外
務
省
や
駐
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
大
使

館
と
日
本
の
新
聞
を
取
り
上
げ
る
。

　
日
本
社
会
で
は
、「
レ
イ
ス
法
案
」
が
人
種
差
別
主
義
に
基
づ
く
、

日
本
移
民
を
排
斥
す
る
た
め
の
法
案
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
言

え
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
二
四
年
一
一
月
九
日
の
『
国
民
新
聞
』
に

よ
る
と
、
同
法
案
は
米
国
で
の
移
民
制
限
の
影
響
を
受
け
た
法
案
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た（
（3
（

。
実
際
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
日
本
の
外
務

省
や
、
当
時
の
駐
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
大
使
で
あ
っ
た
田
付
七
太
の
言
動

に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
同
年
に
公
布
さ
れ
た
米
国
の
排
日
移
民
法

と
し
て
知
ら
れ
る
「
移
民
割
当
法
」
を
意
識
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ

て
い
た
。
一
九
二
四
年
四
月
一
五
日
に 

、
松
井
慶
四
郎
外
務
大
臣

が
田
付
大
使
に
宛
て
た
電
報
で
は
、「
最
モ
今
後
ノ
警
戒
ヲ
要
ス
ル

べ
キ
コ
ト
ニ
候
若
シ
此
ノ
如
キ
法
案
カ
毎
年
議
会
ノ
議
ニ
上
ル
ニ
於

テ
ハ
漸
次
共
鳴
者
ヲ
生
シ
北
米
ノ
ニ
ノ
舞
ヲ
踏
ム
惧
無
キ
ヲ
必
シ
難

キ
ニ
付
貴
官
ハ
出
来
得
ル
限
リ
此
種
運
動
ヲ
未
然
ニ
防
ク
様
充
分
御

尽
力
相
成
度
。」（
（3
（

と
危
惧
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
の
う
え
で

松
井
外
務
大
臣
は
、 

排
日
運
動
を
阻
止
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
適
切

な
対
策
を
行
う
よ
う
田
付
大
使
に
依
頼
し
た
。

　
田
付
大
使
は
こ
れ
に
応
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
政
界
や
言
論
界
の
親
日

家
に
対
す
る
ロ
ビ
ー
活
動
を
始
め
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
四
年
一
月

二
二
日
の
電
報
で
田
付
大
使
は
、
幣
原
外
務
大
臣
に
移
民
制
限
が
実

施
さ
れ
る
前
に
移
民
を
多
数
送
り
出
し
た
方
が
よ
い
と
意
見
を
述
べ
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た（
（3
（

。ま
た
同
大
使
は
、一
九
二
四
年
に
開
催
さ
れ
た「
帝
国
経
済
会
議
」

に
お
い
て
、「
我
々
は
何
れ
の
国
へ
も
、
其
の
歓
迎
せ
ざ
る
移
民
を

送
ら
む
と
す
る
が
如
き
意
見
を
有
し
ま
せ
ぬ
。
只
、
未
だ
開
拓
せ
ら

ざ
る
地
方
に
資
本
又
は
労
力
を
供
給
し
、
単
に
移
住
者
又
は
其
の
本

屋
の
為
の
み
な
ら
ず
、
彼
等
が
新
に
墳
墓
の
地
と
し
て
定
住
す
る
国

の
為
、
何
れ
も
等
し
く
其
の
繁
栄
、
幸
福
を
増
進
す
る
こ
と
が
我
々

の
一
貫
せ
る
希
望
で
あ
っ
て
、
之
れ
が
為
、
政
府
は
十
分
を
尽
く
す

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。」（
（3
（

と
述
べ
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の

よ
う
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
同
会
議
で
は
、
北
海
道
と
ブ
ラ
ジ
ル
へ

の
移
民
奨
励
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
資
本
を

伴
っ
た
労
働
力
の
送
出
を
行
う
こ
と
、
単
な
る
「
出
稼
ぎ
」
で
は
な

く
「
永
住
移
民
」
を
奨
励
す
る
こ
と
、
渡
航
費
全
額
補
助
お
よ
び
渡

航
後
の
保
護
育
成
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る（
（3
（

。

お
わ
り
に

　「
レ
イ
ス
法
案
」
を
め
ぐ
る
三
つ
の
社
会
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の

論
調
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
会
で
は
、
移
民
制
限
賛
成
派
は
、
国
家
形
成
の
た

め
の
人
種
問
題
を
優
先
さ
せ
て
議
論
し
て
お
り
、
日
本
移
民
排
斥
論

は
そ
の
観
点
か
ら
出
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
、
筆
者
は

「
レ
イ
ス
法
案
」
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
第
一
次
排
日
運
動
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
同
法
案
を
支
持
す
る
た
め
に
、
主
に
人
種

的
か
つ
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
な
観
点
か
ら
、
以
下
の
三
つ
の

賛
成
論
拠
が
示
さ
れ
た
と
考
え
る
。

　
一
、
人
種
的
か
つ
文
化
的
な
理
由
：
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
文
化
、

習
慣
、
言
葉
が
日
本
と
大
き
く
異
な
る
た
め
に
、
日
本
人
は
同
化
で

き
な
い
。
ま
た
、
日
本
移
民
の
導
入
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
進
め
る
「
白

人
化
」
に
対
す
る
犯
罪
行
為
で
あ
り
、
日
本
人
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
種

形
成
に
は
望
ま
し
く
な
い
分
子
で
あ
る
。

　
二
、
経
済
的
理
由
：
日
本
移
民
は
農
場
で
の
定
着
性
が
低
く
、
植

民
定
住
者
で
な
い
た
め
、
開
発
に
は
貢
献
し
な
い
。

　
三
、
政
治
的
な
理
由
：
南
米
が
日
本
の
勢
力
圏
と
な
る
危
険
性
が

あ
る
。
ま
た
、
日
本
移
民
の
送
出
は
帝
国
主
義
の
手
段
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
理
由
か
ら
、
日
本
移
民
が
単
一
の
民
族
と
し
て
国
内
の
随
所

に
集
団
入
植
地
を
形
成
す
る
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
将
来
に
と
っ
て
望

ま
し
く
な
い
と
主
張
さ
れ
た
。

　
一
方
、
移
民
制
限
反
対
派
は
、
主
に
経
済
的
な
観
点
か
ら
こ
れ
に

反
論
し
た
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
は
次
の
二
つ
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
一
、
人
種
差
別
的
な
法
案
は
、
人
種
の
平
等
を
精
神
と
す
る
ブ
ラ

ジ
ル
の
憲
法
に
違
反
す
る
。

　
二
、
日
本
人
は
優
秀
な
労
働
者
で
あ
り
、
将
来
の
ブ
ラ
ジ
ル
発
展

に
貢
献
す
る
。
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第
二
次
世
界
大
戦
前
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
本
移
民
制
限
の
動
向
（
ド
ナ
シ
メ
ン
ト
）

　
こ
れ
に
対
し
、
日
本
社
会
の
方
で
は
、「
レ
イ
ス
法
案
」
を
き
っ

か
け
に
、
排
日
運
動
が
米
国
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に 

波
及
す
る
恐
れ
が

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
政
府
の
管
理
の
下
に
、

単
な
る
労
働
者
で
は
な
く
、
資
本
と
文
化
を
伴
う
定
住
移
住
地
建
設

を
奨
励
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
強
く
な
っ
た
。 

　
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
社
会
で
は
、「
レ
イ
ス
法
案
」
は
人
種

差
別
的
な
法
案
で
は
あ
る
が
、
こ
の
法
案
は
議
員
の
対
日
感
情
を
知

る
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
と
認
識
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
経
済
・
社
会
的

観
点
か
ら
、
日
本
移
民
は
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
へ
の
同
化
に
努
め
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、「
レ
イ
ス

法
案
」
が
排
日
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
克
服
す
る

た
め
の
一
つ
の
鍵
は
日
本
移
民
の
同
化
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
自
戒
が
な
さ
れ
た
点
は
、
筆
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
興
味
深
い
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
一
九
三
〇
年
に
入
り
、
ジ
ェ
ツ
リ

オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
（G

etúlio Vargas

）
の
ク
ー
デ
タ
に
よ
っ
て

様
々
な
政
治
・
経
済
・
社
会
的
な
状
況
が
激
変
し
た
。
そ
の
中
で
、

「
レ
イ
ス
法
案
」
に
賛
同
を
表
明
し
た
排
日
派
が
再
び
復
活
し
て
、

一
九
三
四
年
に
は
「
外
国
移
民
二
分
制
限
法
」
案
を
連
邦
議
会
に

提
出
す
る
に
至
っ
た
。「
レ
イ
ス
法
案
」
を
受
け
継
ぐ
こ
の
法
案
は
、

今
回
は
圧
倒
的
な
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
今
後
は
、
一
九
三
四

年
に
提
出
さ
れ
た
「
外
国
移
民
二
分
制
限
法
」
案
を
め
ぐ
る
ブ
ラ
ジ

ル
議
会
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
、
日
本
社
会
で
の
様
々
な
論
争
を
整

理
・
再
検
証
し
た
い
と
思
う
。
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註（
１
）Thom

as E. Skidm
ore, B

lack into W
hite: R

ace and N
a-

tionality in B
razilian Thought , D

uke U
niversity Press, 

1993, p. 137.

（
２
）
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
知
識
人
た
ち
は
特
に
ア
ル
ツ
ー
ル
・

デ
・
ゴ
ビ
ノ
ー
（Arthur de G

obineau

）
の
ア
リ
ア
ン
至
上
主
義

や
、
ル
イ
ス
・
ア
ガ
シ
ー
ズ
（Louis Agassiz

）
の
科
学
的
人
種
主

義
を
積
極
的
に
受
容
し
た 
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
白
人
の
遺
伝
子
の
優
越

を
唱
え
た
優
生
学
論
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
容
し
た 

ブ
ラ
ジ
ル
の
白
人

エ
リ
ー
ト
層
は
、
自
国
の
ア
フ
リ
カ
的
要
素
に
対
し
て
抱
い
た
劣
等

感
を
克
服
す
る
た
め
、
国
民
の
「
白
人
化
」
を
推
進
し
よ
う
と
考
え

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
１
）
に
詳
し
い
解
説
が

あ
る
。

（
３
）
前
掲
（
１
）
二
四
頁
。
な
お
、「
白
人
化
」
に
つ
い
て
は
丸
山
浩
明
「
ブ

ラ
ジ
ル
日
本
移
民
の
軌
跡
―
百
年
の
「
大
き
な
物
語
」」
丸
山
浩
明
編

『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
―
百
年
の
軌
跡
―
』（
明
石
書
店
、二
〇
一
〇
年
）

所
収
、
一
七
九
頁
に
も
日
本
語
で
言
及
が
あ
る
。

（
４
）
初
期
に
は
、
日
本
移
民
は
契
約
期
間
三
〜
四
年
の
短
期
的
労
働
者
、

い
わ
ゆ
る
出
稼
ぎ
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
航
し
た
。

（
５
）
逃
亡
し
た
日
本
移
民
の
多
く
は
新
た
な
働
き
先
を
求
め
て
サ
ン
パ

ウ
ロ
市
内
へ
向
か
っ
た
。
日
本
移
民
に
よ
る
逃
亡
や
紛
擾
な
ど
に
つ

い
て
は
、
半
田
知
雄
『
移
民
の
生
活
の
歴
史
―
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
人
の

歩
ん
だ
道
―
』（
家
の
光
協
会
、一
九
七
〇
年
）五
三
―
六
六
頁
を
参
照
。

な
お
、
同
問
題
に
つ
い
て
は
、
高
橋
幸
春
『
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
史 

』（
三
一
書
房
、
一
九
九
三
年
）
四
九
―
六
〇
頁
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
６
） 

鈴
木
譲
二
『
日
本
移
民
出
稼
ぎ
移
民
史
』（
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
）

一
六
一
頁
。

（
７
）
一
九
一
七
～
一
九
二
〇
年
ま
で
に
一
万
三
四
二
一
人
が
ブ
ラ
ジ
ル

に
導
入
さ
れ
た
。
前
掲
（
３
）
一
二
九
頁
。

（
８
）
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
所
編
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
史
年
表
』

（
無
明
舎
出
版
、
一
九
九
七
年
）
五
〇
頁
。

（
９
）
三
田
千
代
子
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
移
民
政
策
と
日
本
移
民
―
米
国
排
日

運
動
の
反
響
の
一
事
例
と
し
て
―
」
三
輪
公
忠
編
著
『
日
米
危
機
の

起
源
と
排
日
移
民
法
』（
論
創
社
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
10
）
三
田
千
代
子
『「
出
稼
ぎ
」
か
ら
「
デ
カ
セ
ギ
」
へ
―
ブ
ラ
ジ
ル

移
民
一
〇
〇
年
に
み
る
人
と
文
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム 

』（
不
二
出
版
、

二
〇
〇
九
年
）。
特
に
第
二
章
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
移
民
政
策
と
日
本
移
民
」

三
〇
―
五
三
頁
。

（
11
）
前
掲
（
３
）
一
四
三
頁
。

（
12
）
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
所
編
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
史
年
表
』

（
無
明
舎
出
版
、
一
九
九
七
年
）
五
二
頁
。

（
13
）
黒
瀬
郁
二
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
人
植
民
地
」
渋
沢
史
料
館
編
『
日

本
人
を
南
米
に
発
展
せ
し
む
―
日
本
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
と
渋
沢
栄

一
―
』（
渋
沢
史
料
館
、
二
〇
〇
八
年
）
所
収
、
四
八
頁
。

（
14
）
前
掲
（
１
）
一
九
六
―
一
九
七
頁
。 

（
15
）
斎
藤
広
志
『
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
人
』（
丸
善
、
一
九
六
〇
年
）
二
九

頁
。
な
お
前
掲
（
８
）
四
七
頁
に
も
日
本
人
へ
の
渡
航
補
助
金
の
更

新
の
拒
否
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

（
16
）
ア
ン
ド
ウ
・
ゼ
ン
パ
チ
「
外
國
移
民
ブ
ラ
ジ
ル
入
國
史
」『
ブ
ラ
ジ

ル
研
究
叢
書
』
第
二
集
、
一
九
五
四
年
、
一
一
―
三
七
頁
。

（
17
）「
伯
国
連
邦
議
会
下
院
ニ
提
出
ノ
レ
イ
ス
移
民
法
案
ニ
関
シ
詳
報
ノ

件
」『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
一
二
年
第
一
冊
、
二
〇
二
―
二
〇
三
頁
。

（
18
）
前
提
（
15
）
を
参
照
。
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第
二
次
世
界
大
戦
前
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
本
移
民
制
限
の
動
向
（
ド
ナ
シ
メ
ン
ト
）

（
19
）
前
掲
（
１
）
一
九
六
―
一
九
七
頁
。

（
20
）
前
掲
（
９
）
を
参
照
。

（
21
）
ア
ン
ド
ウ
・
ゼ
ン
パ
チ
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
家
主
義
と
日
本
移
民
制
限
」

香
山
六
郎
編
『
移
民
四
〇
年
史
』（
香
山
六
郎
、
一
九
四
九
年
）
所
収
、

四
二
四
頁
。
つ
ま
り
、
筆
者
は
、
当
時
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
政
治
的
事
情

を
考
慮
す
れ
ば
、
日
本
移
民
制
限
法
が
可
決
す
る
余
地
は
な
か
っ
た

と
考
え
る
。

（
22
）「
正
義
の
声 

馬
買
う
金
を
惜
し
み 

徒
歩
す
る
日
本
移
民 

仕
事
は
立

派
だ
が
落
ち
着
き
が
な
い
」（
一
九
二
四
年
二
月
一
五
日
付
『
伯
剌
西

爾
時
報
』
記
事
）。

（
23
）
前
掲
（
17
）
を
参
照
。

（
24
）C

ongresso N
acional, Anais da C

âm
aro dos D

eputados , 
V

ol. X, 1923 (Rio de Janeiro, 1928), p. 149.

（
25
）Takeuchi Yum

i, O
 perigo A

m
arelo: Im

agens do m
ito, 

realidade do preconceito (1920-1945), Sao Paulo: H
um

a-
nitas, 2008.

（
26
）
前
山
隆
「
一
九
二
〇
年
代
ブ
ラ
ジ
ル
知
識
人
の
ア
ジ
ア
人
種
観
―

日
本
人
観
を
中
心
に
」
柳
田
利
夫
編
『
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
日
系
人

―
国
家
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
』（
慶
應
義
塾
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
叢

書
、
二
〇
〇
二
年
）
所
収
、
一
八
頁
。

（
27
）「
連
邦
議
会
に
於
け
る
排
日
法
案
「
ボ
」
氏
の
親
日
的
修
正
説
」

（
一
九
二
五
年
七
月
一
七
日
『
聖
州
新
報
』
記
事
）。

（
28
）
前
掲
（
１
）
一
九
三
―
一
九
六
頁
。

（
29
）「
ま
た
伯
国
で
も
日
本
人
排
斥
」（
一
九
二
四
年
二
月
一
五
日
『
伯

剌
西
爾
時
報
』
記
事
）。

（
30
）「
伯
国
に
万
里
長
城
は
築
け
ぬ 

日
本
移
民
制
限
ど
こ
ろ
か 

増
加
さ

す
べ
き
だ
と
聖
州
上
院
の
日
本
移
民
擁
護
獅
々
吼
」（
一
九
二
三
年

一
一
月
二
日
『
伯
剌
西
爾
時
報
』
記
事
）。

（
31
）「
伯
国
の
排
日
現
実
も
遠
い
将
来
で
は
あ
る
ま
い
」（
一
九
二
四
年

一
月
一
日
『
伯
剌
西
爾
時
報
』
記
事
）。

（
32
）「
斯
く
し
て
悪
化
さ
る
る
伯
西
の
排
日
気
分 

（
一
〜
四
）」（
一
九
二
四

年
一
二
月
一
二
日
―
一
九
二
四
年
一
二
月
一
五
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
』

記
事
）。

（
33
）
前
掲
（
32
）
を
参
照
。 

（
34
）「
ブ
ラ
ジ
ル
の
排
日
気
勢
頓
に
濃
厚
と
な
る : 

議
会
で
審
議
中
の
移

民
制
限
法
案 : 

外
務
当
局
抗
議
せ
ん
」（
一
九
二
四
年
一
一
月
九
日
『
国

民
新
聞
』
記
事
）。

（
35
）「
排
日
移
民
法
案
上
程
ノ
運
動
ヲ
未
然
ニ
防
止
ス
ル
様
尽
力
要
望
ノ

件
」『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
一
三
年
第
一
冊
、
二
五
七
―
二
七
五
頁
。

（
36
）
前
掲
（
32
）
を
参
照
。

（
37
）
外
務
省
調
査
部
編
『
帝
国
議
会
に
於
け
る
外
務
大
臣
演
説
集
』

（
一
九
四
〇
）
一
二
二
頁
。

（
38
）
飯
漥
秀
樹
「
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
内
務
省
社
会
局
の
海
外
移

民
奨
励
策
」『
歴
史
と
経
済
』
一
八
一
号
、
二
〇
〇
三
年
、
三
三
―

四
九
頁
。

本
研
究
は
二
〇
一
二
年
度
の
立
教
大
学
史
学
会
大
会
に
お
い
て
研
究

発
表
を
行
い
、
質
疑
応
答
を
経
た
も
の
で
あ
る
。

（
リ
ヨ
ン
第
三
大
学
大
学
院
日
本
語
・
日
本
文
化
研
究
科
博
士
課
程

後
期
課
程
、
本
学
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
所
研
究
員
、
本
学
会
員
）


